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本日のAgenda

各階層の詳細画面・項目で設定可能な
カスタマイズ機能を徹底解説！

・詳細画面概要
・詳細画面・項目について
・カスタマイズ方法・活用のポイント
・細かい仕様について
・Q&A



PORTERS活用勉強会
～詳細画面・項目のカスタイマイズ徹底解説編～　



自己紹介

名前：阿部　風香（Fuka Abe）

2021年4月　ポーターズ株式会社　入社
～2022年6月　Consulting Group所属
（人材紹介会社様向けの新規導入を担当）

2022年7月～　カスタマーサクセスチーム所属
（既存ユーザー様向けの運用サポートを担当）

好きなこと：ちいかわグッズを集めること
　　　　　　リアル脱出ゲーム



・カスタマイズが出来るのは知っているが、
　操作方法が分からない
　

・自社の運用に適したカスタマイズ方法が分からない
　

・カスタマイズの事例を知りたい

こんな課題はありませんか？



本日の勉強会で
　

自社に合った詳細画面・項目のカスタマイズ
　

が出来るようになります！



PORTERSの利用価値について改めてご案内
PORTERSは、求人（案件）・求職者（スタッフ）の新規獲得から入社に至るまでの

マッチングプロセスを最適化するシステムです。



PORTERSは、データを入れておくだけの
ただの箱ではなく

人材紹介・派遣会社のためのマッチングシステム





本日の勉強会は
詳細画面と項目のカスタイマイズについて
カスタマイズを行いたい方向けに、詳細画面の

活用例・細かい仕様についてご紹介させていただきます。



詳細画面について



詳細画面とは？
一覧画面上で、対象のレコードのIDをクリック後
詳細を表示する画面です。



詳細画面とは？

詳細画面を構成する要素は大きく分けて3つあります。

①①

②②

②②

③③

詳細画面・項目
アクションメニュー
サブリスト

①①
②②
③③



詳細画面とは？

①①
③③

①①
②②

③③こちらすべてカスタマイズ可能な部分でございます。

詳細画面・項目
アクションメニュー
サブリスト

①①
②②
③③

③③



①詳細画面・項目

対象のレコードの詳細を表示する画面です。

各階層ごとに、　　　　　　　
レイアウト・項目の　　　　 
カスタマイズ可能です。           



②アクションメニュー

そのデータに対してのアクションを行うための
ボタンが並んでおります。

デフォルトで実装されている「編集」や「メール送信」だけでなく、 
オートマッチングボタンを追加したり、                                                          
詳細画面のデータをいれたURLへ遷移するボタン等　　　　　　　　 
カスタマイズすることが可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　



③サブリスト

選択されたレコードの関連情報となる情報を
表示する画面です。

各サブリストごとに、            
並び順や　　　　　   　　　 
どの項目を表示させるのかを
カスタマイズ可能です。        



詳細画面とは？

①①
③③

①①

②②

②②

③③
今日は②についてカスタマイズ方法・
活用方法を紹介します
※②、③はカスタマイズ方法のみご紹介

詳細画面・項目
アクションメニュー
サブリスト

①①
②②
③③



詳細画面・項目について



詳細画面・項目の機能概要
詳細画面でカスタマイズ可能なメニューは
大きく分けて3つあります。①①

②②
③③レイアウト

グループ
 項目

①①
②②
③③



詳細画面の機能概要│レイアウト

詳細画面の項目配置やグループの
並び順のことでございます。



グループは、項目を入れていく箱です。
各項目をカテゴリーごとの
グループに振り分けることで見やすい
詳細画面を作ることが出来ます。

詳細画面の機能概要│グループ

基本情報のグループ

フェーズのグループ

マッチングで使うグループ



詳細画面の機能概要│項目
項目は企業や求職者、求人の情報を登録する要素です。
情報入力だけでなく検索やマッチングにご使用いただけます。

閲覧

入力

　   検索　   
 マッチング



カスタマイズ方法・活用例・
カスタマイズ時のポイント



レイアウト・グループのカスタマイズ方法
レイアウト・グループはカスタマイズ画面から
カスタマイズできます。
画面右上の[⚙設定]＞[デスクトップ]をクリックします。



②レイアウト・グループをカスタマイズしたいリソース（階層）の
　[詳細画面・項目]をクリックします。

レイアウト・グループのカスタマイズ方法



カスタマイズ画面の画面真ん中には「表示項目」が、
右側には「非表示項目」が表示されます。

レイアウトのカスタマイズ方法

ドラッグアンドドロップで
項目の入れ替え

非表示にするには
×ボタンまたは、
非表示項目のボックスへ
ドラッグアンドドロップ



グループの作成方法
グループの[新規]をクリックします。

「グループの名称」と「列数」を設定し、[保存]を押します。

／グループが作成されます＼



レイアウトの活用例

よく使う項目やマッチングに使用する項目を
詳細画面上部に配置する。　　　　　　　　

⇒抜け漏れを防ぐことができます！⇒抜け漏れを防ぐことができます！
業務フローに沿って上から順に項目を配置する。

⇒画面を都度スクロールすることなく⇒画面を都度スクロールすることなく
　情報をキャッチできます！　情報をキャッチできます！



・よく使う項目を選別する
・不要な項目は非表示にする
・業務フローに併せて項目を配置する

レイアウト設定時のポイント



グループを作成すると詳細画面にて
普段見ないグループは表示を折り畳む。

グループの活用例

⇒必要な項目のみ表示させることが可能です。⇒必要な項目のみ表示させることが可能です。
「新卒と中途」など、1つのPORTERS環境で「新卒と中途」など、1つのPORTERS環境で
複数の事業を管理されている場合にご活用いただけます。複数の事業を管理されている場合にご活用いただけます。

　 不要なグループを折りたたむと　
詳細画面がより見やすくなります！



グループ内で項目を表示する列数を適切に設定する。

グループの活用例

⇒適切な列数に設定することで、⇒適切な列数に設定することで、
　詳細画面の無駄な余白を減らすことが出来ます。　詳細画面の無駄な余白を減らすことが出来ます。

　　   適切な列数の考え方は　 　
次のページでご紹介いたします！



1列推奨項目：
テキストベースでたくさん入力される項目

テキストボリュームが大きい項目を
2列グループに配置すると
詳細画面自体が長くなり、

視覚的に見ずらい場合があります。

グループの活用例│列数設定の考え方



2列グループの配置で
コンパクトに収まる項目は

2列のグループを推奨します。

2列推奨項目：
選択肢型や電話番号などのコンパクトな項目

グループの活用例│列数設定の考え方



・項目をカテゴリーごとにグループで分ける
・不要なグループは折りたたむ
・適切な列数を設定する

グループ作成時のポイント



項目の作成方法
項目の[新規]をクリックします。

項目タイプを選び、詳細設定に進みます。

※項目タイプ毎の特徴は、後ほどご説明いたします。



項目の編集画面が開かれたら名称（項目名）を入れていただき、
必要な設定を行います。

項目の作成方法

保存をクリックすると             
非表示のボックスの最下部に
作成した項目が現れます。    



項目のカスタマイズ方法
既存の項目のカスタマイズ・編集をしたい場合
項目の[✏]マークをクリックすると編集画面が開きます。



マッチングによく使う・検索する情報は、
選択肢型や日付型項目で作成する。

項目の活用例

⇒格納する情報に合った項目タイプを選ぶことで⇒格納する情報に合った項目タイプを選ぶことで
　情報入力のルール化され、　情報入力のルール化され、
　マッチングの質やスピードの向上につながります。　マッチングの質やスピードの向上につながります。



注釈、初期値モード、必須を活用し、
情報の登録を統一化する。

項目の活用例

⇒項目ごとにどのように入力するかのルールを可視化することで⇒項目ごとにどのように入力するかのルールを可視化することで
　求人票の品質が向上＝応募意思獲得数の向上へ。　求人票の品質が向上＝応募意思獲得数の向上へ。

ヒアリングが必要な事項も　 
PORTERSを見るだけでわかる



・マッチング・検索・情報蓄積にあった項目タイプ
　を選択し項目を作る
・自社のフローに併せて必要な項目を精査する
・何を入力するのかを明確に

項目作成時のポイント



項目のカスタマイズ  詳細編



①注釈
②初期値モード
③入力（必須）
④検索
⑤コピー
⑥アイコン表示

項目の作成画面・編集画面の要素について

項目の作成・編集画面には様々な要素があり、細かくカスタマイズ可能です。

③

①

②

④
⑤

各項目毎にご案内いたします！

⑥



項目の作成画面・編集画面の要素│注釈

①注釈
■注釈とは？
新規追加、編集画面で、項目の入力枠の下にグレーの文字で
注意書きを記載することができます。
文字色を変更することはできません。
注釈には下記のように設定するとリンクを挿入することが可能です。
{{URL "希望のリンク名"}} ※URLの末尾と"の間には半角スペースを入れる

■カスタマイズ方法
注釈のテキストボックスに表示したい文字を入力してください
（最大100文字）

■メリット
・入力内容の統一化
・入力時の注意点の記載
・入力項目の外部出力媒体の可視化

①



項目の作成画面・編集画面の要素│初期値

②初期値モード
■初期値モードとは？
新規追加画面を開いた際に、
最初から値や文字を入力しておきたい場合に設定します。
　1．固定データ＝初期値の設定
　2．関連リソースデータ参照＝初期値参照　とお考えください。

■カスタマイズ方法
固定データの場合は、該当の選択肢やテキストを入力する
関連リソースデータ参照は、対象の項目を選択する

■メリット
・入力内容の型化
・入力漏れ防止
・入力時の工数削減

②



②初期値モードの詳細

新規追加画面を開いた際に、
最初から値や文字を入力しておきたい場合に設定します。
参照元・参照先の値が変わっても値は変動しません。

他項目の初期値を見て、その値を使うことを指します。
参照元・参照先の値が変わると、それに合わせての値も変
わります

1．固定データ＝初期値

2．関連リソースデータ参照＝初期値参照

固定データと関連リソースデータ参照の違い



選択肢型項目の場合
└新規作成画面を立ち上げた時点で、デフォルトの選択肢が入力されるように初期値設定する。
〈カスタマイズ画面〉 〈新規入力画面〉

固定データ（初期値）の活用例

②初期値モードの詳細│固定データ（初期値）

テキスト型項目の場合
└新規作成画面立ち上げ時に、初期値で設定した該当のテキストが表示されるようにする。

〈カスタマイズ画面〉 〈新規入力画面〉



・項目を設置する階層：選考プロセス階層
　作成する項目の内容：紹介時の求人情報
　参照元の項目：求人階層の求人情報
 ⇒同じ求人でも紹介する求職者によって条件変わる場合が考えられる為
　

②初期値モードの詳細│関連リソースデータ参照（初期値参照）

関連リソースデータ参照（初期値参照）の活用例



項目の作成画面・編集画面の要素┃必須項目

③

③入力（必須）
■入力（必須）設定とは？
該当の項目を入力必須とするかどうか設定できます。
必須項目が入力されていないと、[保存]を押すことが出来なくなります。

■カスタマイズ方法
必須項目にしたい場合は、[✅必須]にチェックを入れて[保存]します。

■メリット
・数値管理や情報確認時に必要となる項目を必須設定とすることで、
　データ集計や引継ぎ時に正しい内容を確認することが出来ます。
・情報の入力画面でも┃必須のアイコンが表示され、
　必須項目の可視化が出来ます。



項目の作成画面・編集画面の要素┃検索対象設定

④

④検索
■検索設定とは？
該当の項目を検索画面に表示させるかどうか設定できます。

■カスタマイズ方法
検索に使用したい場合は、[✅検索に使用する]にチェックを入れて
[保存]します。

■メリット
・検索に使用する項目を独自に設定できる
・検索に使用する項目を取捨選択し、検索画面を整理できる



項目の作成画面・編集画面の要素┃コピー対象設定

⑤

⑤コピー
■コピーとは？
登録済みのデータをコピーして新しいデータを作成すえる際、
該当項目の値をコピーするか設定できます。
コピー対象にする場合はチェックを入れ、
コピーさせたくない場合はチェックを外してください。
電話番号やメールアドレスなどの個人情報に関わる項目は
誤った情報を登録しないよう、チェックを外しておくことを推奨します。

■カスタマイズ方法
コピー対象にしたい場合は、[✅コピー対象とする]にチェックを入れて
[保存]します。

■メリット
・コピーの可否も項目ごとに設定できる



項目の作成画面・編集画面の要素┃アイコン表示

⑥

⑥アイコン表示 ■アイコン表示とは？
webの場合は、緑
帳票の場合は、グレーの目印を表示させることが可能。
※赤のアイコンは必須項目を表しています。

■カスタマイズ方法
緑アイコンを表示させたい場合は、[✅Web]に、
グレーのアイコンを表示させたい場合は[✅帳票]にチェックを入れて
[保存]します。

■メリット
・Webページ（自社HP等）に表示する項目、帳票に使用する項目を
　視覚的に見分けることが出来る



項目のカスタマイズ  詳細編



項目タイプについて
項目を新規で作成する際の、項目タイプについて詳しくご案内します。



特徴：
・テキストベースでの入力が可能
・1行型項目では改行は利用できない
・最大文字数を1～256文字で設定が可能。

使用例：
・企業名やユニークIDなど
　改行を含まないテキストを入れたい項目に
　仕様いただけます。

項目ごとの特徴

テキスト1行型項目



特徴：
・テキストベース・改行の入力が可能
・ レポート機能にて出力不可
・最大文字数を1～16,000文字で設定可能
・行の高さも設定可能

使用例：
・企業階層➤事業内容
　求職者階層➤面談所感  など
　改行が発生するテキストを格納する際にご利用いただけます

テキスト複数行型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・日付を管理したい場合に利用する項目
・西暦で「yyyy/mm/dd」として入力する
・入力時は、手入力かカレンダーから
　日にちの選択が可能
使用例：
・　企業担当者階層➤次回アクション日
　「〇日前」や「当日」といった検索をしたい情報にお勧めです

年月日型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・時間まで含めて日時管理したい場合に利用する項目
・西暦で「yyyy/mm/dd　hh:mm」として入力する
・入力時は、手入力かカレンダーから日にちの選択が可能

使用例：
・求職者階層➤面談実施日日時
　「〇日前」や「当日」といった検索をしたい
　項目にお勧めです。

年月日時分型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・生年月日を入力すると画面表示時に年齢が自動計算される
・入力形式は西暦で「yyyy/mm/dd」として入力する

使用例：
・求職者➤生年月日
　※デフォルトで項目が実装されております。

年齢型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・半角数字のみ入力が可能です。 
・カスタマイズで
　最大値・最小値・小数点以下桁数が設定可能
・計算式を用いて、項目間の計算を行うことが可能
　例）紹介料率を入れると売上が自動計算される等

数値型項目

項目ごとの特徴



使用例：
〈デフォルト〉

・採用予定人数
・年齢上限・下限　
・転職回数など

数値型項目

項目ごとの特徴

〈他社事例〉
・評価値

数値情報を格納する際におすすめです。



特徴：
・半角数字のみ入力が可能
・カスタマイズで
　最大値・最小値・小数点以下桁数が設定可能
・計算式を用いて、項目間の計算を行うことが可能
　例）紹介料率をいれると売上が自動計算される等

通貨型項目

項目ごとの特徴



使用例： 
〈デフォルト〉

・売上
・希望年収、
　上限年収、下限年収

通貨型項目

項目ごとの特徴

〈他社事例〉
・ヨミ金額
・CA/RAの売上金額



特徴：
・電話番号を登録するための項目
・半角数字と半角の「-」「+」のみ登録可能
・最大で入力可能文字数は1～50文字

電話番号型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・＠以降のドメインが存在しない場合はエラーとなる。
・PORTERSからのメール送信に使いたい場合は、
　企業担当者階層か個人連絡先階層に
　メール型項目を作成する必要がある。

メール型項目

項目ごとの特徴



特徴：
・「http」または「https」が入力されていない場合、エラーになる
・入力されたURLは一覧・詳細画面上でハイパーリンク化される
・最大文字数を1～255文字までで設定可能

URL型項目

項目ごとの特徴



URL型項目

項目ごとの特徴

使用例： 
〈デフォルト〉

・URL（企業）
〈他社事例〉

・ZLOSS個別URL
・ATSのURL

PORTERSから直接遷移が可能なので、
サイトや別管理をしているシステムの
URLを入れることで簡易連携が可能に



特徴：
・項目の高さを0～150でカスタマイズ可能
・高さにに合わせて縦横幅を自動調整した画像が表示される。
・保存可能な拡張子は jpg・jpeg・gif・png・bmp
・ファイルサイズの上限は、10㎆
　

使用例：
・企業階層➤企業ロゴ
・求職者階層➤求職者の顔写真

画像型項目

項目ごとの特徴



画像型項目の高さでの見え方の違い

項目ごとの特徴│補足

画像型項目は高さを50～150で設定が出来ます。
これは、一覧画面での見え方ではなく、
詳細画面を表示したときの画像の高さに該当します。

一覧画面
詳細画面



項目作成方法

選択肢型
特徴：
・選択肢項目の中でも形式が5つある。
・項目の作成＋選択肢の作成が必要
・選択肢も自由に作ることが出来る。



項目作成方法

選択肢型
使用例：
・検索に使う項目を選択肢に落とし込む
　└テキストだとユニークになってしまうので、
　　検索に使う項目は選択肢に落とし込むと良い
・対応の優先度を決める項目の選択肢
　└ヨミ、求職者ランク、求人ランク



特徴：
・担当者階層から担当者情報を紐づけるための項目
・担当者項目の氏名や電話番号等を参照型項目で表示させたい場合、
　先に担当者型項目を作成する必要がある

担当者型項目

項目ごとの特徴

担当者階層に担当者情報を格納している方向けの項目です。



システム型項目
特徴：
・各レコードのID・データ登録日・登録者などのシステム上必要な項目
・IDはデータが新規登録時にシステムで自動で採番される。
・データ登録日,データ登録者,データ更新日,データ更新者は
　自動的に日時と操作ユーザーが反映される。

項目ごとの特徴



特徴：
・上位階層の項目データを下位階層の画面で参照表示することができる
・すでに参照型として作成された項目を
　さらに参照することは出来ない。

使用例：
・成約階層に求職者階層の
 　エントリーサイトを表示させる。

項目ごとの特徴

参照型項目



選択肢型項目の詳細説明



選択肢型項目の形式は4種類あります

選択肢型項目の形式について

①チェックボックス形式 ②ラジオボタン形式

③ドロップダウン形式
④サーチボックス形式

サーチボックス形式は、
単一選択と複数選択の
2種類があります。



特徴：
・複数選択が可能
・選択肢は、2階層まで作成可能

使用例：
・希望職種
・経験職種
・選考の終了理由など

選択肢型項目｜①チェックボックス形式

選択肢型項目の形式について



特徴：
・複数選択できない単一選択用項目
・一度選択した場合は、未選択状態に戻すことが出来ない。

使用例：
・就業状況
・選考や商談のヨミ
・求人の公開可否など

選択肢型項目｜ラジオボタン形式

選択肢型項目の形式について



特徴：
・複数選択できない単一選択用項目
・選択肢をリストに格納する為、多くの選択肢をコンパクトに表示可能
・一度選択肢を選択した場合でも未選択状態に戻すことが可能

使用例：
・フェーズ
・求人の募集背景など

選択肢型項目｜ドロップダウン形式

選択肢型項目の形式について



特徴：
・複数選択形式と単一選択の2種類ある
・ドロップダウン形式でも表示しきれない程、　
　選択肢が多数ある場合に便利

使用例：
・希望勤務地
・大学名など

選択肢型項目｜サーチボックス形式

選択肢型項目の形式について



選択肢型項目は形式だけでなく、
中身の選択肢もオリジナルで作成することが出来ます。

選択肢型項目の形式について



参照型項目について



注意点
・参照可能なのは、上位階層のデータのみ
　└下位階層から上位階層の内容を引用することが可能
 

・上位階層から下位階層の参照不可
　

・JOB階層から求職者側のレジュメ階層の参照不可
　

・選考プロセス階層は、企業側の階層と求職者側の
　階層どちらも紐づいているため、いずれも参照可能

参照型項目では項目の作成画面にて、
「どの階層のどの項目から参照させるか」を指定します。

参照型項目について



前提としてPORTERSの階層構造は企業側と求職者側で分かれており、
それぞれの階層がツリー状に紐づいています。

参照型項目作成時の上位階層の考え方

・部署階層⇒企業階層
・求人階層⇒企業階層,部署階層
・レジュメ階層⇒個人連絡先階層
・選考プロセス階層
　⇒企業階層,部署階層,求人階層,個人連絡先階層,レジュメ階層
・成約階層
　⇒企業階層,部署階層,求人階層,個人連絡先階層,レジュメ階層,選考プロセス階層

階層ごとの参照可能先

参照型項目について



〈参照可能例〉
・JOB階層で参照型項目を作成し、企業情報を引用する。
・レジュメ階層で個人連絡先のデータを引用する。
・選考プロセス階層で個人連絡先のデータを引用する。

〈参照不可の例〉
・レジュメ階層で企業担当者階層のデータを引用する
・企業階層にJOB階層からデータを引用する
・レジュメ階層で選考プロセスのデータを引用するを引用する

参照型項目の作成例

参照型項目について



編集を行うと、上位階層のデータも変更されるので、
紐づく下位階層のすべてのデータを変更することができる
例：求人階層の参照型項目の「企業規模」を変更すると、
　　すべての紐づく求人の企業規模が変更される

編集をしても、上位階層のデータは変更されず、
紐づく下位階層の情報も変更されない
例：選考プロセス階層の「紹介時の求人内容」を変更しても、
実際の求人階層の求人内容は変更されない

参照型

関連リソースデータ参照（初期値参照）

項目の設定にて、参照型を選んだ場合と
関連リソースデータ参照を選んだ場合との違いを紹介します。

参照型項目と初期値参照型の違い



上位階層から参照させ見たいこと
・事業内容　  　（企業階層から参照→求人階層で確認）
・過去面接内容（求人階層から参照→選考プロセス階層で確認）

参照型

関連リソースデータ参照（初期値参照）

参照型項目と初期値参照型の違い（活用例）

上位階層の内容とほとんど同様だが、今後変わる可能性がある項目
・紹介時の求人内容（求人階層から参照→選考プロセス階層で追加編集）
・売上　　　　　  　（選考プロセス階層から参照→売上階層で追加編集）
・求める人物像　  　（企業階層から参照→求人階層で追加編集）



補足



リソース名のカスタマイズについて
「JOB/求人」「レジュメ/求職者」などのリソース名を変更することができます。

スタマイズ画面で編集したいリソースの                  
「詳細画面・項目」をクリックし、　　　　　　 
上部に表示された鉛筆ボタンをクリックします。

詳細画面や新規追加画面の表示名、　　　　　
インポートやレポートなどに反映されます。 

リソース名を編集し、保存をクリックします。



自動計算

数値型と通貨型の項目は、
計算式を用いて項目間の計算を行うことが可能です。
※数値型：数値型、通貨型：通貨型の計算しかできません。
　数値型：通貨型での計算はできかねます。

活用例
売上額を÷2して、
RAの売上とCAの売上の項目に反映させる。



自動計算(具体的な活用例)
・売上金額の自動計算（売上階層）
　決定年収と紹介料率を入れるだけで自動で請求金額を算出す
ることができます。値引き等も項目と計算式を入れることで
算出可能です。

・人物評価（求職者階層）
　評価値を入力し、自動で総合評価値を算出することが可能です。
 　一覧画面のカラー設定と合わせて使うことで優先度の可視化になります。
　



アクションボタン・サブリストのカスタマイズ方法



アクションボタンのカスタマイズ方法
詳細画面上部のアクションボタンを編集することが可能です



アクションボタンのカスタマイズ方法
アクションボタンはカスタマイズのサブリスト「編集」
より編集画面に入ります。

リソースと　　　　　　　　　　
編集したいメニューを選びます。



各詳細画面に表示してあります、
アクションボタンを新規作成したり、編集することが可能です。

アクションボタンのカスタマイズ方法

×ボタンをクリックすると　　　　　　
非表示ボックスへ入れることができます



サブリストカスタマイズ方法

①①
②②
③③

サブリスト
表示項目
アクションボタン

サブリスト画面で編集できる要素は3つございます。

※アクションボタンはアクションメニューの編集にてカスタマイズ可能



サブリストのカスタマイズ方法
サブリストはカスタマイズのサブリスト「編集」
より編集画面に入ります。



サブリストに表示してあります、各要素をカスタマイズすることが可能です。

サブリストのカスタマイズ方法



ご要望をいただきましたら、
こちらも勉強会にて活用例・ポイント等を

ご案内いたします。ぜひリクエストくださいませ。

アクションボタン・サブリストについて



まとめ



PORTERSの詳細画面の利点は、
カスタマイズがいつでもでき、

変更や戻すことがすぐできるところです！



本日の勉強会を通じて
ぜひ少しでもカスタマイズを触っていただき

皆様の業務に合った
PORTERSになればと思います。



詳しいご案内をご希望の方は
各カスタマーサクセス担当よりご案内させていただきます。

ご興味ありましたら、
カスタマーサクセス担当まで

ご連絡くださいませ。



PORTERSからのお知らせ



水 16:00〜18:0012.412.4
PORTERSをご利用のお客様同士の情報交換＆意見交換会を予定しております。

交流会テーマ

ユーザー事例発表 会場

株式会社コンフィデンス・
　　　　　インターワークス様
株式会社UZUZ様

登壇予定です！

企業成長に繋ぐ交流会 IN TOKYO

成果を引き出す数値モニタリングとマネジメント戦略

懇親会 (同会場にて18:00～20:00頃）

ポーターズ株式会社　本社

東京都港区赤坂8-5-34
TODA BUILDING 青山3階

東京メトロ半蔵門線
「青山一丁目駅」徒歩3分



木12.1212.12
成果を引き出す数値モニタリングとマネジメント戦略

PORTERSをご利用のお客様同士の情報交換＆意見交換会を予定しております。

交流会テーマ

ユーザー事例発表 会場

ティ・アイ・エス株式会社様
COCOTTO株式会社様
登壇予定です！

 ブリーゼプラザ　

 大阪市北区梅田2-4-9
              ブリーゼタワー７Ｆ

 四つ橋線「西梅田駅」徒歩3分
 JR大阪駅（桜橋口）徒歩6分
 阪神大阪梅田駅（西改札）徒歩5分

企業成長に繋ぐ交流会 IN OSAKA

16:00〜18:00
懇親会 (同会場にて18:00～20:00頃）

https://www.breeze-plaza.com/access/


事前に質問を募集いたします！
皆様のご質問にご回答いたします！

PORTERSなんでも質問会
PORTERS
活用勉強会

年末の総集編

12月6日（金）15:00～16:00



PORTERSPORTERS
個別運用相談会個別運用相談会

随時受け付けておりますので、随時受け付けておりますので、
ご希望の方はお申し付けくださいご希望の方はお申し付けください


